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はじめに 
 第 2 共和制下に，市民教育の構想がだされるもののカルノー法案は成立することなくおわる1。1848
年 12 月 10 日にルイ＝ナポレオン・ボナパルト（Louis-Napoléon Bonaparte, 1808-1873）が共和国
大統領（在職 1848-1852）に第 2 位以下に大差をつけて当選した。彼は，教会に優位な政策をとりは








1848 年 12 月 20 日にルイ＝ナポレオンが任命したバロ内閣のもと公教育・宗務大臣となるのが，
聖イグナチオ・ド・ファルーともよばれた，王党派のファルー3（Alfred Falloux，1811-1886，在職
1848-49）である。カルノー法案は 1849 年 1 月 4 日に正式に廃案となる。 




が必要と考えられた。1850 年 1 月のパリュー法によって県知事による処分が実際に行われていった。
宗教教育に非協力的な教師は排除された。 
1850 年 3 月 15 日にファルー法5が制定されることとなる。法案を提案するファルーは 1849 年 6 月
18 日に，初等教育に関しては，ギゾー法は十分な成果をあげることができていないと批判し，「宗教




一方で，初等教育の無償・義務には財政上および必要性の問題から反対した。6 月 7 日に大統領ルイ
＝ナポレオンから国民議会に教書が送られるが，そのなかで初等教育に関しては，法案の改善に熱意
をもってとりくむように，という程度で具体的な指示はしていない7。 
ファルー法制定に際しては，1850 年 1 月 14 日から 1 週間にわたって，反対・賛成の演説がなされ
たが，そのなかではユーゴー（Victor Hugo，1802-1885）が 1850 年 1 月 15 日に法案全般に反対の
主張をしたことはよく知られている。 












3 月 11 日から第 3 回目の審議となる。若干の修正動議がだされる。3 月 15 日に「ファルー法」は

























健康」について，および「道徳・憲法・法律に反していないか」，という点のみであった（第 21 条）。 
第 25 条で正教員には 21 歳以上であることと，「能力証明書（brevet de capacité）」16が求められた。
師範学校の卒業生のみならず国がみとめた宗教団体によって能力証明書が付与されることとなった。
女子教員の場合は修道会が発行する「許可証（lettre d’obédience）」が「能力証明書」の代わりとな
った（第 49 条）。さらに，第 35 条で県総合審議会には師範学校を廃止する権限まで付与された。師
範学校が実際にすべて廃止されたわけではないが（カトリック勢力としては教員養成の独占も図りた
いところであった），師範学校の内部規則の「改革」がおこなわれた。 
1850 年 7 月 17 日には再び大臣となったパリューより大学区長への通達で，師範学校の入学生には
所属していた学校長からの「品行証明書（certificat de moralité）」が求められることとなった17。1851





学校生は 3 年間宗教に強く結びついた生活を送ることとなった20。当時の教員になる前に 3 年間の「試
補期間」があったが（47 条）。試補期間は「小学校という社会内部」だけでなく修道会内にいたとし
てもカウントされた21。第 27 条で教師に私立学校設立の自由を広くみとめたゆえに，修道会系学校が
増えることにもつながった。また，教員の任用にも修道院長がかかわることもできた（第 31 条）。 
助教員は 18 歳以上であることのほか，特に資格は不要であった。助教員も宗教団体の修道院長に
任用権があった（第 34 条）。 
 
３．ファルー法成立以降の動向 
師範学校の学習プログラムは 1851 年 7 月 31 日アレテで公表される22が，「宗教・聖史」が 3 年間














































第 20 条 キリストの十字架像はクラスの児童から見える場所に置かなければならない。 




第 22 条 教師は子どもを日曜日，祝日に礼拝所，主任司祭（curé）が指定した場所へつれていく。
教師は監督してつれていく義務がある。 
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 第 23 条 子どもが教会にカテキスムと主に最初の聖体拝領のためにいくときは常に，教師は同行し
なければならない，あるいは同行する。 
第 24 条 教師は生徒が祈りや宗教活動のあいだ行儀よくするように見張りをする。教師は手本とし
て黙想する。 
第 25 条 宗教教育のためには教会の権限で許可された本のみが使用される。 











間であり，毎日朝の一時間目（8 時 40 分から 9 時 30 分まで）は宗教の時間（カテキスムなど）にあ



































序の維持のためにもナポレオン 3 世にとって好都合であったのであろう。 
1852 年憲法は「1789 年に宣言された偉大な諸原理を承認」（第 1 条）とあるものの，憲法や人権
についての教育は初等教育ではまったくといってよいほど行われず，一方で第 2 共和政期からの「普
通選挙」54はつづいていた。 









際に彼の演説集をみると鉄道や産業や軍事のことはよくでてくる62。1850 年と 1865 年を比較すると















3 世は 1858 年にカヴールと密約をむすび，同盟関係となる。フランスは見返りにニースとサヴォア
を領土として結果として回復する。1859 年のイタリア戦争を機に，教会と国家の関係は変容すること
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 となる。ナポレオン 3 世はイタリアの統一を支持する。それはローマ教皇領の侵害につながることを










 デュルイは，1864 年 12 月 21 日に初等教育に無償制・義務制（7 歳から 13 歳）を導入する法案を
ナポレオン 3 世に提出する。それは二月革命期の共和派カルノーの構想を復活させようとするもので
あり，教会側からの反発にあうのは当然である。彼は皇帝に教育の無償・義務を訴え続ける。 






法案は 5 月初めにコンセイユ・デタで審議され，5 月 24 日に議会送致がきまるものの当初は審議さ
れなかった。1866 年 4 月 6 日から法案は再審議されるが 6 月には否決される。1867 年 2 月 15 日に
あらたな初等教育法案を提出し，審議されることになる。初等教育の完全無償の項目は削除される72。































ルギーで，ついで彼は 1866 年にフランスに教育同盟（Ligue de l’enseignement）を設立する。彼に
は普通選挙のためには義務教育は不可欠という考えがあった。1 年で会員数は 72 県で 5000 名にもな
る81。マセは 1866 年 10 月 25 日からは『国民の意見(L’Opinion Nationale)』を発行しはじめる。  





すでにふれた 1865 年 3 月 6 日の官報（Moniteur）に掲載されたデュルイの義務・無償論対しても
マセは「投票権がある以上必然の結果として義務教育があり，すべての市民は読むことができなけれ
ばならない。それは武器をもつこと，税金を払うことと同様である」82と述べている。同盟は実証主
義哲学の立場とむすびつくようになり，ピウス 9 世の「誤謬表」に反対の立場を表明する83。 
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